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急がれる理工系人材育成

横川 今日は，今，大きな動きとなっている「数理・

データサイエンス教育」について，その現状と将来像に

ついてお話を伺いたく思い，神戸大学副学長で数理・

データサイエンスセンター長を務めておられる齋藤先生

を訪問させていただきました。どうぞよろしくお願いい

たします。

齋藤 こちらこそどうぞよろしくお願いいたします。

横川 今，第 4次産業革命と言われていて，文科省の数

理データサイエンス関連事業や採択事業なども動いてい

ますけれども，AIを始めとしてビッグデータの扱いを

どうするか，社会の産業構造自体も変革していくよう

な，そういう動きの中にあるのですけれども，その中で

大学での数理データサイエンス教育の動きがあります

ね。神戸大学では齋藤先生がその中心となって進めてお

られるわけですが，どのようなビジョンを持っておられ

るでしょうか。

齋藤 そうですね，まず，基本的なことになりますが，

「大学の機能強化」というのが第二期中期計画の終わり

からありまして，第三期中期計画に向けて機能強化案を

大学全体で考えていました。神戸大学でも 2013年にミ

ッションの再定義というのがありまして，各部局ごとに

どういうミッションをもっているかということを明確に

せよということで，作業をさせられたわけです。そのと

きに，理工系の重要性，これは理工系の学部だけではな

くて，理工系的な教育が日本では足りないのではないか

というようなことが言われておりました。それで，これ

は決して人文的な教育の軽視ではなくて，理工系の基礎

教育といったものが欧米やアジア諸国に比べて遅れてき

ているのではないか，というような話もあったんです

ね。

横川 その当時は，齋藤先生はどういうお立場だったん

でしょうか。

齋藤 私は当時，理学研究科長で，ミッション再定義，

それからそれに続く機能強化というのに関わってきまし

た。その中で理工系人材育成というのがどうあるべき

か，STAMS（スタムズ）というんですが，自然科学系

の理学研究科，工学研究科，農学研究科，システム情報

学研究科，それから海事科学研究科という 5つの研究科

と先端融合研究環の部局長の集まりがあり，そこでこれ

からどういうふうに理工系人材を育てていくかを考えは

じめました。一つは，やはりグローバル化というのがあ

りまして，神戸大学の場合は人文・社会系ではいろいろ

なグローバル教育の取り組みがあって，その中に入れて

コンピュータ＆エデュケーション VOL.44 2018 3



I N T E R V I E W

｢数理・データサイエンス教育の
ゆくえ」

齋藤政彦さん

（神戸大学副学長／数理・データサイエンスセンター長）に聞く

IoT，ビッグデータ，AI，ロボットといったキーワードで語られる第4次産業革命。インダストリ4.0 とも呼ばれるこの変化

はとても急速に起こっています。あらゆる産業が ICT 化するとも言われています。これからの数十年の動きをどう予測し，日本

の若者たちにどのような教育を提供し，どのような人材を育成していく必要があるのか。教育もまた大きな変革を迫られていま

す。今回は，理工系人材育成を旗印に，2017年 12月に「数理・データサイエンスセンター」を立ち上げ，世界で活躍するた

めの数理・データサイエンスリテラシー教育を推進しておられる，神戸大学副学長で数理・データサイエンスセンター長の齋藤

政彦教授に語っていただきました。

インタビュアー：CIEC会誌編集長 横川博一（神戸大学）
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いなかったもので，そちらの方のグローバル教育をぜひ

やりたいということで，グローバル教育の方面と，それ

からやはり専門性にとらわれずにもう少し横断的な教育

ができないかというようなことも話をしていたわけで

す。

横川 「専門性にとらわれずに横断的」というところが

いいですね。そのことが，数理・データサイエンスセン

ターの設立にどうつながっていったのでしょうか。

求められる数理・データサイエンス教育

齋藤 今でも日付をはっきり覚えているんですが，2016

年 4月 11日，首相官邸産業競争力会議があり，ここで

第 4次産業革命に向けた人材育成総合イニシアティブと

いうのを，文科大臣が提案されました。その内容がまさ

に数理データサイエンス教育の強化だったのです。初等

中等教育から大学教育，それから大学院教育と，こうい

った具合に一気通貫に数理データサイエンス教育を強化

しなさいということを言われました。これを機能強化に

活かそうということで，2016年度に数理・データサイ

エンスセンターとして，教育を前面に出し組織整備の概

算要求を行いました。

横川 文科省が先導して推進したわけですね。

齋藤 そうです。そして，これを出されたときに，平成

29年度の概算要求で全国に数理データサイエンスに関

係する 10拠点をつくるという政策課題の公募がありま

したので，そちらの方にも申請させていただいたという

ことです。ですから大学の機能強化による組織整備の概

算要求と全国の 10大学の拠点の申請を同時に行いまし

た。残念ながら拠点の方には採択されませんでしたが，

組織要求の概算要求で，数理データサイエンスセンター

の予算がつきましたので，教員配置や組織整備を進めて

いきました。

横川 全国的にはどんな動きになっているでしょうか。

齋藤 全国的な状況で言いますと，北大，東大，滋賀

大，京大，阪大と九大，この 6大学が拠点に採択されま

した。平成 30年度は残りの 4つを決めるというのもあ

ったんですけども，関西地区では，滋賀大，京大，阪大

と 3つが採択されていましたので，地域的にみるとなか

なか厳しいかなあという感じではありました。しかし，

数理・データサイエンスセンターの予算は付きましたの

で，2017年度に整備していこうということになりまし

た。いろいろありましたが，最終的に 2017年 12月にセ

ンターを設立することができました。

センターの主な目的は，まず，学士課程に数理・デー

タサイエンスの標準カリキュラムを入れていこうという

ことで，（資料を見せていただきながら）今こういうカ

リキュラムを作っているのですけれども，理系だけじゃ

なくて全学的に，文系，社会科学系，理系，それから生

命医学系も入れて，こういう数理データサイエンスの標

準カリキュラムコースをつくるということをやりまし

て，平成 30年度入学生から 10学部のうち 7学部で導入

することができました。

横川 社会全体として，大学であればすべての学生が身

につけるべき能力として数理・データサイエンスが位置

づけられるということですね。

齋藤 そうですね。しかし，数理・データサイエンスの

データサイエンスというのはなかなか学問としての定義

が難しいです。一応ある海外の研究者の定義では次の様

になっています。まず，数理と統計の知識ですね。デー

タを数学的に理解する面と，それからプログラミング能

力や計算機を活用する能力，それにプラスしていろんな

専門の能力が加わりまして，この三つの能力がですね，

レンズのようになって重なって，重なったところがデー

タサイエンスだろうと。すなわちいろんなデータがある

んだけれども，それを数学や統計的なバックグラウンド

と，プログラミングを自分で実際使って分析し，解釈す

る，そして自分の専門分野に活かしたり，新たな知見を

得る，というこの三つのことがデータサイエンスという

ことを特徴づけるという人がいます。だから単に統計が

できるとか，プログラミングができるだけではだめで，

そこから専門的な知識を加えて，価値を産み出すような

教育をしなければいけないというのが今いわれていると

ころではないでしょうか。

横川 なるほど。神戸大学は全部で 10の学部があって，

学部組織だから縦割りになっているわけですけど，そこ

に横串をさして，自分のそれぞれの専門がきちっとあっ

たうえで，数理・データサイエンスリテラシーを身につ

けることで新しい価値を創造していって，第四次産業革

命に備えていく，ということなんですね。

齋藤 そういうシナリオです。政府の方でも，この数

理・データサイエンス教育というのは，内閣府とか経済
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産業省の方でも非常に注目されています。ここに

Yahoo の安宅知人さんという人の「シン・ニホン，AI

×データ時代における日本の再生と人材育成」というレ

ポートがありますが一読をお勧めします。データサイエ

ンスの教育の必要性，世界の中で日本が置かれている状

況がわかりやすく，述べられています。安宅さんという

のは Yahooジャパンのチーフストラテジーオフィサー

（CSO）をされている方で，私も滋賀大学のデータサイ

エンス学部の設立記念のときにこのお話を聞いたんです

けど，非常に説得力のあるお話でした。

第4次産業革命のインパクト

横川 「この国はスクラップ＆ビルドでのし上がってき

た。今度も立ち上がれる。」という「シン・ゴジラ」を

もじったものですね。

齋藤 そうです。たとえばこの安宅さんのレポートには

ニューヨークのウォールストリートの 2枚の写真があり

ます。一枚は 1900年で，ここは馬車しか走っていなか

った。ところが，T型フォードが開発されたのち，1913

年にはもう車しか走ってない状況になっている。こうい

う形で，産業革命というのは非常に速い速度で浸透して

いったということです。情報産業革命という第 4次産業

革命である現在，まさにそういう時期になっていて，た

とえば株価の時価総額では，アップル，グーグル，マイ

クロソフト，アマゾンとフェイスブックなど，上位 5社

がすべてアメリカの情報産業になっています。トヨタで

も 10位には入っていません。ひと昔前，産業の中心が

石油だったころ，たとえば 20 年くらい前はエクソン

モービルが 1位で，トヨタが 7位くらいに入っていたん

ですけれども，今はまさにそういうところが落ちてき

て，情報産業，つまりビッグデータを扱っているところ

が上位をしめています。データというのは 21世紀の石

油資源だという人もいます。いろいろなデータ資源をい

ろいろなところから集めてデータから得られる権益を独

占しようという動きもあるようです。

安宅さんが言わんとしていることは，大学で教える教

養というのも変わってきているんだろうということで

す。僕は基本的にはそれほど変わってないと思ってます

けど，日本語で正確に論理的に話す力とか，英語で言う

べきことをちゃんと伝える能力だとか，あとは問題解決

能力ですね。それからそこに統計，プログラミングなど

のデータサイエンス，データリテラシーとかいうのが入

っているのだと思います。この 4つの力の中に数学も当

然入っているわけですが，こういうものが大学における

新しい教養になっていくんじゃないかということを言わ

れています。一方で，今の大学の教養教育の内容が悪い

とは言わないけれども，データリテラシーといったよう

な教養教育はやはり不足しているのではないかというこ

とで，ぜひ入れていくべきだろうと思っているわけで

す。

横川 今起こっている第 4次産業革命というのは，ICT

革命ですね。今見せていただいたニューヨークのウォー

ルストリートの変遷が 2枚ほどありましたけども，第三

次産業革命が起こるまでのスピードとはかなり違ってい

て，とても急速に進んでいる。私たちは，まさにその只

中にいるということですね。

齋藤 20年前には今目の前にあるような性能のノート

パソコンやタブレットもなかったし，携帯電話もなかっ

たので，電話も公衆電話を使っていましたが，今それが

ほとんどなくなってしまいましたね。その違いというの

は比べてみればわかりますけど，ほとんど連続的になっ

ていてその変化に気づかないくらいですね。だからもう

すでに起きているんだと思っています。まさにスマホと

かインターネットに世界中のいろんなものが常時繋がっ

ているという状態においては，ビッグデータというのが

自然に発生して，それを解析することによっていろんな

価値が生まれてくるという状態になっているわけです

ね。それを人口知能でいろんな解析をする方法も出てき

ているし，それだけの計算能力も非常に安価に得られる

という状態です。だからそういう状態というのは目には

見えにくいかもしれませんね。

神戸大学の数理・データサイエンス教育

横川 とても興味深いですね。ところで，このような状

況にあって，神戸大学では数理・データサイエンス教育

というのはどのような形でスタートしているのでしょう

か。

齋藤 基本的に 4つの科目から標準カリキュラムを作ろ

うと思っています。一つは数理科目。これは通常の数学

の科目なんですけれども，神戸大学の場合はすべての学

部の入学試験で数学を課しておりますので，一定の数学

の素養を持った学生が入ってきていると思います。これ

は社会系，文系でも同じです。それに加えて線形代数と

か微分積分については教えようということです。ここか

ら 4単位以上履修することにしています。それから統計

科目。統計科目についてはいわゆる数理統計の範囲です
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けども，やはりいろいろな平均とか標準偏差とかそうい

う統計的な基礎ができてないとなかなかデータ解析が難

しいので，そういう統計科目を入れます。それから情報

科目というのはコンピュータを用いたプログラミングの

能力をある程度要るということで，このプログラミング

まではなかなかいけないかもしれないんですけれども，

統計科目と情報科目はそれぞれ 2単位以上修得を課して

います。後に，まさにデータサイエンスとは何かという

ことで，「データサイエンス入門 A，B」という科目と

それから「データサイエンス概論 A，B」というのを立

てさせていただきました。

横川 「データサイエンス入門」や「データサイエンス

概論」という科目では，どのようなことを具体的にやら

れているのでしょうか。

齋藤 「データサイエンス入門」については，データサ

イエンスがそれぞれの専門分野でどう使われているかと

いうお話をしていただいているのと，あとは外部から

NECや理研 AIPというプロジェクトがあるんですけど

も，そこから副センター長の上田先生に来ていただい

て，機械学習というのはどういうものかということを教

えていただいたりしています。

コーパス言語学がご専門の国際コミュニケーションセ

ンターの石川先生は，言語を統計的にとらえて研究され

ている。医学研究科の大野先生は放射線医学の専門家な

んですけれども，レントゲンの写真をみるのがご専門な

んですね。大野先生はレントゲンの写真を 30秒で 1枚

見て，肺炎などの診断ができる放射線医学のプロです

が，画像処理，機械学習の手法を取り入れ，東芝メディ

カルというところと共同で，画像診断システムを開発さ

れています。大野先生が教師となり，教師あり機械学習

により肺がんや結核の画像診断の能力を高めた世界的に

も最高精度のシステムが開発されていますが，そのお話

をしていただきました。

横川 それはさらに人工知能が自ら学習していってみた

いな，そういう仕組みに変わっていくんですかね？

齋藤 そうですね。ただ，今のところは，よい教師であ

る大野先生がいるから機械による検査が非常に精度が上

がっているそうです。これがまさに非常に大事な点だと

思うのですけれども，いわゆるビッグデータ，ものすご

くたくさんデータがある場合にはいわゆる深層学習とい

うことでよい解がでるということがあるんですが，肺の

データはそれほどないので，それについてはやはり教師

あり学習を，それもある程度量をこなさなきゃいけない

んですけど，教師あり学習を使ってどうやって人工知能

を教育するのかというのが次の課題ですね。大野先生は

それを自身のご経験と AIを組み合わせて開発されてい

るので，非常に面白い話になっています。あと，経営学

研究科の藤原先生は，今話題になっているフィンテック

のビットコインの話をされました。このようにデータサ

イエンスの話は非常に広がりをもっていて，総合教養科

目としてはとても面白くなっているのかなと思っていま

す。「データサイエンス概論」の方は，もう少し技術的

な側面の話をさせていただこうと思っています。

基礎教養としてのプログラミング

横川 今うかがった「標準カリキュラム」の中で三つ目

の柱として出てきたプログラミングというのも，これも

やはり文系理系問わず，できればすべての大学生が身に

つけるべき能力だということでしょうか。

齋藤 そうですね。

横川 私は広く言語学が専門ですが，大学院に入ってか

らプログラミングを教わったりとか，言語を集めてきて

それを解析するようなプログラムを自分で組んだりとい

った教育を受けました。統計や機械処理も教わって，最

初のうちは道を間違えたかなと思ったくらいでした。こ

うしたことが特殊な大学院教育ではなくて，大学の全学

共通授業科目のような中で教養教育として学ばれるのが

当たり前の時代になってきているということですね。

齋藤 そうなってくるんじゃないかなと思っています。

横川 プログラミング能力みたいなものが果たす役割と

いうのは基礎能力として重要なんでしょうか。

齋藤 僕もそんなに詳しくはないんですけども，私は専
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門が数学なんですけども，数学でも Mathematica とい

うソフトもありますし，それを使って実際人間ができな

いような計算，自分でやるとたいへんな計算もできてし

まうので，ある意味でプログラミングと言いますか，プ

ログラミングというのは計算機と人間のインターフェー

スみたいなものなので，計算機と友だちになるという

か，計算機を使いながら教育とか研究していくというの

は今後必然の流れじゃないかなと思います。もちろん数

学なら数学，言語学なら言語学の本質的な中身自体はコ

ンピュータでは教えられないかもしれないけれども，い

ったん原理がわかってしまえば，コンピュータの中にあ

るいろんなプログラムを使えばですね，非常にいろんな

ことができると思いますね。さらにプログラミング言語

自体も Pythonとか統計であれば Rとかというのがある

んですけども，無料であってしかも非常に性能がよくな

ってきているし，パソコン自体も非常に性能が上がって

いるので，昔だったらスパコンでやっていたような計算

も自分のパソコンでできてしまうので，これを利用しな

い手はないんじゃないかと思います。今，小学校でも，

プログラミング教育をしていて，Pythonを教えていた

りするらしいので，日本語や英語といった自然言語と同

じレベルでプログラミングも早くにやっておいた方がい

いかもしれませんね。決してそんなに難しいことではな

いと思うんですね。ただ，プログラミングについてはや

はり関数とか変数とか構造の話とかいろんな話があるの

で，そこは一定の論理能力が要りますが，それは数学と

かそういうもので鍛えていただければいいので，逆にそ

ういう論理を鍛える面でもプログラミングの教育という

のは大事なんじゃないかなと思っています。

横川 日本の国語教育や英語教育でも，新しい学習指導

要領では『論理国語』や『論理表現』といった新しい科

目も登場して，論理ということでは，論理学や論理数学

の考え方に通じるのかもしれません。

齋藤 ええ。私の大学の恩師の一人がですね，数学の先

生なんですけども，理系学部の入試には国語を絶対に入

れるべきだと主張していました。私は理学部なんです

が，理学部の入試から国語を外しちゃいかんという話が

あって，ことばを論理的に話すということがやはり大事

だし，そのために国語の試験が大事だというようなこと

が言われていたような気がします。先ほどの安宅さんの

お話にも，明確に考え，表現し，伝え，議論することが

できるとか，正しく文章を書く，相手が言っていること

が理解できるとか，そういった能力が大事だということ

なんですよね。何を言ってるのかわからないような議論

をしている人がよくいるとか，問題を提起することがで

きない，問題を出すことができない人がいるといったこ

とはよく言われますね。とにかく日本の教育では，論理

立てて議論するというような訓練をあまり受けていない

んじゃないかという懸念があると思います。

横川 議論というのは，まあ，なかなか難しいですが，

発展していくように，先に進むようにしないといけませ

んね（笑）。

齋藤 そうそう，そういうことですね（笑）。

ご自身の研究との関連

横川 齋藤先生のご研究の分野のことを最後にうかがい

たいと思います。先生は数学がご専門だということのよ

うですが，どのようなご研究をされておられるのでしょ

うか。

齋藤 私がやっているのは代数幾何学なんです。円があ

りますね。半径 1の円って x
2＋ y

2＝ 1という式で書け

ますよね。式で定義されてるような図形を研究する。た

とえばどういうものかというと，x
2＋ y

2＝ 1というの

とあと y＝ ax＋ bという直線があると，これが交わる

か交わらないかというのはだいたいわかる。直感的にい

うと図形でわかりますよね。ですけど，これを問題とし

て解く時には yのところに代入して二次方程式にして，

ちょっと難しくなりますが判別式で実数解があるかどう

かという判定をするという話になります。ですから，円

と直線が交わるかどうかという幾何的な性質と，代数，

すなわち方程式を解くというその二つが対応しているわ

けですね。で，その代数と幾何が対応しているという代

数幾何という分野がありまして，そういうことを研究し

ています。これは日本では非常に歴史がある分野で，数

学の分野のノーベル賞といわれるフィールズ賞というの

があるんですけど，小平邦彦先生，広中平祐先生，最近

では京大の森重文先生の 3人とも代数幾何学の分野でフ

ィールズ賞を受賞しているのですが，そういう分野で

す。

横川 先生は現在，科研費補助金基盤研究（S）という

大型科研に採択されておられるとうかがっていますが，

そこでもこのようなご研究に取り組まれておられるとい

うことでしょうか。

コンピュータ＆エデュケーション VOL.44 2018 7

I N T E R V I E W



003-009_CIEC44_インタビュー_念校_再校_初校再処理_初校.smd  Page 6 18/05/22 15:50  v3.50

齋藤 そういうことです。非常にベーシックな分野なん

ですが，非常に精密な学問として発展しています。ま

た，数理物理学とかそういう分野とも関係してきていま

す。基礎的であるからこそいろいろなところに応用でき

るのではないかと思っています。

横川 そのことはこの数理・データサイエンス教育研究

とも関連しているでしょうか。

齋藤 そうですね。沢山成分があるデータの空間，例え

ば 1万次元の空間に分布してるデータの空間を代数幾何

的に解析し，機械学習などに応用できないかなと夢想し

ています。またこれは自分の専門ではないですが，セン

ターとしてはいろいろな企業と連携して共同研究してい

きたいと思っています。実際のデータを使って研究分野

の方と技術を高めていきたいなと思っているところで

す。

企業との連携・海外への広がり

横川 今日は，数理データサイエンス教育の動き，それ

から神戸大学での教育についてお話を伺ってきました

が，企業や産業界，もっと言うと社会全体との繋がりも

重要になってくるように思います。そのあたりの繋がり

と申しますか，広がりといったことについてはいかがで

しょうか。

齋藤 今，私たちが立ち上げた数理・データサイエンス

センターには三つの部門がありまして，全学教育部門と

研究部門，それから連携部門というのがあります。まさ

に今言われたように，データサイエンス自体が実は生き

たデータがないとなかなか発展しないのではないかと考

えています。それで，研究部門の部門長と相談して，何

とか企業とタイアップして，企業の生のデータを使えな

いかなという話をしております。それによって，一つは

共同研究して，お互いにノウハウを高めたりという仕組

みを作れないかというのが一つあります。

横川 企業側もそういった連携を求めておられるという

ことですか。

齋藤 そうですね。ただ，やはり難しいのが，企業もな

かなかデータは出したがらない。個人情報の問題もある

んですが，個人情報がなくてもやはりなかなか出すのが

難しいようです。その辺がちょっと難しいところなんで

す。そのデータを使っていろいろな手法で研究したり，

あるいは結果を出したりとか。今一番需要が多いのは自

然言語処理のようです。テキストデータからいろんな

データをとれないかという話は非常に需要が多いです。

金融や製造業からも共同研究のお話がありますので，連

携して研究力を高めたいと思っています。

横川 海外との連携もお考えでしょうか。

齋藤 今年の 3月上旬にシンガポールの南洋理工大学

（NTU）で，AI とデータサイエンスの NTU − Kobe U

共同ワークショップを開催してきました。南洋理工大学

は QSランキングで 2017年アジアナンバーワンとなり

ましたが，2016年に全学協定を結んでいます。コンピ

ュータサイエンスの分野でも南洋理工大学は非常に高い

レベルにあるので，共同研究を通じて研究力を上げてい

こうという話も今考えています。このように，いろいろ

なところと連携しながら研究力とか教育力を高めていき

たいなと思っています。ついでに財源も，と思っており

ますけれども（笑）。

数理・データサイエンス教育のこれから

横川 そこも大事な点ですね（笑）。かなり急速に変化

が目に見える形で出てくる，そういう世の中ですから，

大学教員の意識もだいぶ変えていかないといけません

ね。

齋藤 そうですね。私たちとしては，現在の数理・デー

タサイエンス標準カリキュラムで教育された学生さん

が，学部高学年になってさらに数理・データサイエンス

のスキルを向上させ，大学院に入った時にティーチング

アシスタント（TA）として，数理・データサイエンス

教育を手伝っていただけるような仕組みを作ることがで

きるといいなと考えています。人材育成のエコシステム

というか。とにかく学生，教職員も含めて，大学全体の

中にそういう人材を増やしていければと思います。

横川 神戸大学の数理・データサイエンス教育の特色と

いうのはどういった点にあるでしょうか。

齋藤 特色としては，数理・データサイエンスセンター

には，文理融合で，全学部・研究科から教員が参加して

いただいている点にあります。他大学のセンターという

のは，例えばある一つの学部の先生だったりします。そ

ういった取り組みも特色ですね。
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横川 滋賀大学では学部という形で作りましたね。

齋藤 はい。滋賀大学の場合は，日本にデータサイエン

スというか統計とかそういうものの学部がなかったこと

自体がおかしいというのが学部長の竹村先生のお考えで

すね。それを日本で初めてデータサイエンスの学部を作

られたという英断だと思います。アメリカでは非常にた

くさんあるということでしたね。

横川 アメリカでもいつくらいからのものなんですか

ね？

齋藤 どうなんですかねぇ。でもずいぶん前からあると

思いますね。やはりデータを重視する考え方とかそうい

うものがアメリカやイギリスでは昔から徹底しているの

ではないでしょうか。

横川 そうですね。日本では，言語学の分野でも，たと

えば情報工学や数学をやっている人が机を並べて研究す

る環境にはなっていませんね。

齋藤 ええ。アメリカやイギリスでは数学教室なんかも

Math and Statisticsの departmentが非常に多いですね。

日本は数学と統計の融合が進んでいないと感じていま

す。今まさにそういう方向に進むべきだと私は思ってい

ます。神戸大学のいいところは，各学部に必ず統計や

データを重視した研究を専門にする方がいらっしゃるこ

とです。そういう方が横串で支えてくれているので，心

強く思っています。今後この連携を大学内だけでなく企

業や自治体を巻き込んで実質化していくというのがこれ

からの大事なミッションになるかなと思います。

横川 数理，データサイエンス，統計，プログラミング

といったキーワードで語られる数理・データサイエンス

教育ですが，そのリテラシーを身につけ，これからの社

会を生き抜いていくのは，ヒトですね。どういう人材像

を描いておられるでしょうか。

齋藤 そうですね。その点がまさに重要だと思います。

人材像として，データサイエンスだけができる，さきほ

ど言ったような統計とプログラミングだけができるだけ

では不十分と考えます。やはりそこに価値を付けるとい

う能力がなければいけない。その価値の付け方というの

は，工学部だったらこう，経済学部だったらこう，文学

部だったらこうと，それぞれの専門性を活かした形がい

ろいろあるだろうと思います。

リテラシーとして教えて，一定のレベルを身につけ，

あとは自分の力でそれを伸ばしていき，データサイエン

スが好きな人，それをビジネスに使いたい人，それから

自分の専門分野の研究に活かしたい人，それぞれの学生

の多様性を担保した人材育成ができればいいなと思って

います。これから，神戸大学での数理・データサイエン

ス教育の中で，いろいろな成功例をつくっていきたいと

考えています。

横川 今日は貴重なお話をありがとうございました。
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